
れ
ば
子
供
で
も
わ
か
る
よ
う
な
こ
と
で
も
自
分
達
が
正
し
い
と

信
じ
れ
ば
、
あ
の
よ
う
な
事
件
も
平
気
で
や
る
。

【
執
筆
者
の
紹
介
】

大
正
十
三
年
十
一
月
　
　
　
　
岩
手
県
一
戸
町
出
生

昭
和
十
五
年
　
　
　
　
　
　
　
東
京
市
大
森
工
業
学
校
中
退

昭
和
十
六
年
　
　
　
　
　
　
　
青
森
県
大
湊
海
軍
軍
需
部
に

軍
属
と
し
て
勤
務

昭
和
十
九
年
八
月
　
　
　
　
　
千
葉
県
第
四
航
空
教
育
隊
に

入
隊

昭
和
二
十
年
一
月
　
　
　
　
　
満
州
第
四
錬
成
飛
行
隊
に
転

属

八
月
　
　
　
　
　
終
戦
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留

昭
和
二
十
四
年
八
月
三
十
日
　
復
員
復
員
後
開
拓
地
に
入

植
農
業

（
岩
手
県
　
田
辺
壮
久
）

私
の
太
平
洋
戦
争
　 

福
島
県
　
小
平
里
美
　 

小
学
校
に
入
学
し
て
間
も
な
い
昭
和
五
年
四
月
上
旬
、
第
二

師
団
が
中
国
の
奉
天
（
瀋
陽
）
に
移
駐
の
た
め
に
若
松
の
歩
兵

第
二
十
九
連
隊
も
軍
旗
と
共
に
出
発
し
ま
し
た
。
そ
の
訳
も
わ

か
ら
ぬ
私
達
は
先
生
に
引
率
さ
れ
て
日
の
丸
の
小
旗
を
振
っ
て

見
送
り
ま
し
た
。

翌
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
九
月
、
満
州
事
変
が
勃
発
し

て
、
多
門
師
団
の
平
田
連
隊
と
し
て
勇
名
を
は
せ
た
第
二
十
九

連
隊
の
戦
死
し
た
兵
士
の
英
霊
を
迎
え
に
度
々
先
生
に
引
率
さ

れ
て
道
路
の
両
側
に
並
び
、
ラ
ッ
パ
の
奏
で
る
も
の
悲
し
い
音

色
、
白
布
に
包
ま
れ
戦
友
の
胸
に
抱
か
れ
た
遺
骨
の
行
列
は
今

で
も
ま
ぶ
た
に
浮
か
び
ま
す
。
そ
の
頃
か
ら
戦
争
が
身
近
に
感

じ
ら
れ
始
め
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

満
州
事
変
の
翌
年
三
月
に
は
満
州
国
建
国
が
宣
言
さ
れ
、
翌

八
年
一
月
に
満
州
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
第
二
十
九
連
隊
が
若
松



に
帰
還
。
そ
の
後
、
生
徒
の
軍
事
教
練
は
ま
す
ま
す
強
化
さ

れ
、
昭
和
十
年
、
小
学
六
年
生
に
な
っ
た
私
達
も
、
四
月
二
十

五
日
の
軍
旗
祭
に
は
木
銃
を
か
つ
い
で
連
隊
長
の
閲
兵
を
受
け

分
列
式
に
参
加
す
る
軍
国
主
義
教
育
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で

す
。小
学
校
を
卒
業
し
た
翌
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
に
始
ま
っ
た

支
那
事
変
も
中
国
本
土
で
戦
場
が
ま
す
ま
す
拡
大
し
、
軍
都
若

松
で
は
新
た
に
歩
兵
第
六
十
五
連
隊
（
両
角
部
隊
）
が
再
編
成

さ
れ
て
中
国
に
出
発
。

昭
和
十
四
年
に
は
歩
兵
第
二
一
四
連
隊
（
弓
部
隊
）
が
編
成

さ
れ
同
じ
く
大
陸
に
出
発
し
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
年
の
五
月
に
満
州
で
は
日
ソ
両
軍
が
衝
突
し
て
ノ
モ
ン

ハ
ン
事
件
が
発
生
、
九
月
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
ド
イ
ツ
の
ポ
ー

ラ
ン
ド
侵
攻
に
よ
り
第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る
な
ど
、
戦
争

色
は
ま
す
ま
す
深
ま
っ
て
、
そ
の
大
き
な
渦
に
巻
き
込
ま
れ
て

ゆ
き
ま
し
た
。

昭
和
十
三
年
四
月
に
国
家
総
動
員
法
が
公
布
さ
れ
、
軍
需
産

業
に
動
員
さ
れ
る
人
も
だ
ん
だ
ん
多
く
な
り
ま
し
た
。

私
も
昭
和
十
六
年
七
月
に
徴
用
令
（
白
紙
召
集
）
に
よ
り
横

須
賀
海
軍
工
■
総
務
部
庶
務
係
文
書
班
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な

り
、
十
二
月
八
日
の
太
平
洋
戦
争
を
迎
え
ま
し
た
。

翌
十
七
年
四
月
十
八
日
朝
六
時
、
太
平
洋
上
で
監
視
の
任
務

に
就
い
て
い
た
徴
用
船
第
二
十
三
日
東
丸
よ
り
横
須
賀
鎮
守
府

に
「
犬
吠
崎
東
三
百
海
里
沖
に
敵
空
母
三
隻
発
見
」
の
無
電
が

あ
り
音
信
は
絶
え
た
。

監
視
の
任
務
を
果
た
し
て
犠
牲
と
な
っ
た
第
二
十
三
日
東
丸

の
情
報
は
活
か
さ
れ
な
か
っ
た
。「
ま
さ
か
本
土
ま
で
は
」
と

い
う
油
断
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
正
午
過
ぎ
に
京
浜
地
方
に
空

襲
警
報
が
発
令
さ
れ
た
が
、
間
も
な
く
横
須
賀
鎮
守
府
裏
海
軍

砲
術
学
校
方
面
よ
り
低
飛
行
で
工
■
上
空
に
侵
入
し
た
米
軍
機

ノ
ー
ス
ア
メ
リ
カ
ン
Ｂ2

5

一
機
よ
り
爆
弾
三
個
、
焼
夷
弾
四
十

八
個
が
投
下
さ
れ
た
。
低
空
か
ら
だ
っ
た
の
で
焼
夷
弾
は
不
発

が
多
く
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
爆
弾
の
一
個
は
四
号

ド
ッ
ク
に
入
っ
て
航
空
母
艦
に
改
装
中
の
潜
水
母
艦
「
大
鯨
」

の
横
腹
に
命
中
し
、
乗
組
員
の
水
兵
や
工
員
に
数
人
の
死
者
が

出
て
「
大
鯨
」
は
横
腹
に
ポ
ッ
カ
リ
と
大
き
な
穴
が
あ
い
た
。

緒
戦
の
戦
果
に
酔
っ
て
僅
か
四
ヵ
月
、
米
軍
の
第
一
回
の
本

土
空
襲
の
洗
礼
を
受
け
ま
し
た
。



太
平
洋
戦
争
も
ま
す
ま
す
激
し
く
な
っ
た
昭
和
十
八
年
、
徴

兵
検
査
で
第
一
乙
種
と
な
り
、
現
役
兵
と
し
て
一
月
に
入
隊
の

決
ま
っ
た
十
二
月
下
旬
、
徴
用
解
除
と
な
り
軍
港
の
横
須
賀
を

去
っ
て
帰
郷
し
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
一
月
十
五
日
、
大
阪
集
合
を
命
ぜ
ら
れ
故
郷
を

後
に
し
て
宿
泊
の
旅
館
で
新
し
い
軍
衣
袴
を
渡
さ
れ
、
襟
に
一

ツ
星
の
階
級
章
を
縫
い
つ
け
、
輸
送
指
揮
官
に
引
率
さ
れ
て
大

阪
駅
よ
り
列
車
に
乗
り
込
み
ま
し
た
が
、
ど
こ
に
行
く
か
も
全

然
わ
か
ら
ず
広
島
を
過
ぎ
関
門
ト
ン
ネ
ル
よ
り
九
州
に
入
り
、

博
多
で
下
車
し
て
連
絡
船
に
乗
り
込
み
ま
し
た
。

ま
ず
軍
歴
表
に
よ
る
概
要
を
記
し
ま
す
。

旧
本
籍
地
若
松
市
　
旧
軍
階
級
主
計
伍
長

大
正12

年
６
月
１
日
生

年

月

日
　
　
階
級
　
　
記
事

昭19

　
１
　15

　
　
二
等
兵
　
現
役
兵
と
し
て
独
立
守
備
歩
兵

第24

大
隊
に
入
営

１
　18

　
　
　
　
　
　
博
多
港
出
発

１
　18

　
　
　
　
　
　
釜
山
港
上
陸

１
　21

　
　
　
　
　
　
鮮
満
国
境
通
過

１
　23

　
　
　
　
　
　
三
江
省
佳
木
斯
着

６
　15

　
　
　
　
　
　
佳
木
斯
出
発

６
　15

　
　
　
　
　
　
湯
源
県
南
叉
着

７
　10

　
　
一
等
兵
　
独
立
歩
兵
第
二
六
六
大
隊
に
転

属

８
　19

　
　
　
　
　
　
南
叉
出
発

８
　20

　
　
　
　
　
　
富
錦
県
五
頂
山
着

20

　
１
　10

　
　
上
等
兵

１
　25

　
　
　
　
　
　
五
頂
山
出
発

１
　27

　
　
　
　
　
　
新
京
（
長
春
）
着

１
　27

　
　
　
　
　
　
関
東
軍
経
理
部
幹
部
教
育
隊
に

派
遣

６
　25

　
　
　
　
　
　
教
育
終
了
、
原
隊
復
帰

６
　25

　
　
　
　
　
　
新
京
出
発

６
　26

　
　
　
　
　
　
五
頂
山
着

７
　10

　
　
兵

長

７
　30

　
　
　
　
　
　
歩
兵
第
三
六
七
連
隊
に
改
編



８
　10

　
　
主
計
伍
長

８
　15

　
　
　
　
　
　
五
頂
山
出
発

８
　20

　
　
　
　
　
　
依
蘭
着

９
　10
　
　
　
　
　
　
依
蘭
出
発

９
　10
　
　
　
　
　
　
方
正
着

９
　11

　
　
　
　
　
　
武
装
解
除

10

　15

　
　
　
　
　
　
入
ソ

10

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
第16

地
区
第18
分
所
に
収
容

24

　9 

　30

　
　
　
　
　
　
ナ
ホ
ト
カ
港
出
発

10

　
３
　
　
　
　
　
　
舞
鶴
港
上
陸
（
第
一
大
拓
丸
）

復
員

昭
和
十
九
年
一
月
十
八
日
朝
、
博
多
港
を
出
発
し
た
連
絡
船

は
波
の
荒
い
玄
界
灘
を
乗
り
越
え
夕
方
釜
山
に
上
陸
し
ま
し

た
。大
き
な
劇
場
の
よ
う
な
所
で
休
憩
し
て
夜
中
に
再
び
列
車
に

乗
り
日
本
海
岸
を
走
り
続
け
、
清
津
、
羅
津
を
過
ぎ
、
豆
満
江

を
渡
り
牡
丹
江
を
過
ぎ
て
ま
だ
北
に
進
み
ま
す
。
一
月
二
十
三

日
の
払
暁
、
下
車
の
命
令
で
降
り
た
所
が
三
江
省
の
佳
木
斯
で

し
た
。
初
め
て
踏
み
し
め
た
満
州
、
郷
土
の
先
輩
達
が
血
と
汗

を
流
し
た
因
縁
浅
か
ら
ぬ
満
州
が
初
年
兵
の
出
発
点
と
な
り
ま

し
た
。
初
め
て
体
験
す
る
零
下
の
凍
土
を
踏
み
し
め
て
、
佳
木

斯
郊
外
の
佳
南
練
兵
場
近
く
に
関
特
演
の
頃
建
て
ら
れ
た
半
地

下
の
兵
舎
に
入
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
二
週
間
く
ら
い
前
に
入
隊

し
た
同
年
兵
の
現
地
徴
集
と
朝
鮮
特
別
志
願
兵
が
迎
え
て
く
れ

ま
し
た
。

三
浦
部
隊
佐
久
間
隊
第
三
班
（
小
銃
班
）
に
編
入
さ
れ
て
初

年
兵
教
育
が
始
ま
り
ま
し
た
。

後
で
わ
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
私
達
は
関
東
軍
第
三
独
立
守

備
隊
要
員
で
、
入
隊
す
る
三
ヵ
月
ほ
ど
前
に
三
独
は
南
方
派
遣

と
な
り
初
年
兵
教
育
を
第
七
独
立
守
備
隊
に
委
託
し
て
移
動
し

た
た
め
に
、
七
独
は
三
独
初
年
兵
教
育
隊
を
編
成
し
、
七
独
三

個
大
隊
よ
り
教
育
要
員
を
派
遣
し
て
私
達
の
教
育
に
当
た
っ

た
。一
個
大
隊
分
の
初
年
兵
が
二
個
中
隊
に
分
け
ら
れ
、
三
個
大

隊
分
で
六
個
中
隊
、
他
に
機
関
銃
中
隊
と
歩
兵
砲
中
隊
が
三
個

大
隊
分
の
混
成
で
八
個
中
隊
の
初
年
兵
だ
け
の
教
育
隊
で
し



た
。
中
隊
長
は
ほ
と
ん
ど
が
三
年
兵
の
幹
部
候
補
生
で
少
尉
に

任
官
し
た
ば
か
り
。
班
長
、
班
付
助
教
は
四
年
兵
の
下
士
候
の

軍
曹
か
下
士
勤
務
兵
長
、
助
手
は
二
、
三
年
兵
の
上
等
兵
で
、

中
隊
は
四
班
に
分
か
れ
一
班
が
擲
弾
筒
、
二
、
三
班
が
小
銃

班
、
四
班
が
軽
機
班
と
い
う
編
成
で
、
各
班
に
助
教
の
班
長
と

班
長
補
佐
、
助
手
の
三
人
で
六
月
中
旬
の
一
期
教
育
終
了
ま
で

独
歩
の
教
育
で
徹
底
的
に
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。

一
期
教
育
が
終
わ
る
と
南
方
派
遣
の
三
独
に
転
出
の
予
定
で

し
た
が
、
三
独
を
基
幹
と
し
て
昭
和
十
八
年
十
一
月
編
成
さ
れ

た
海
上
機
動
部
隊
第
一
旅
団
は
釜
山
に
集
結
し
、
十
二
月
に
但

馬
丸
で
釜
山
を
出
港
、
下
関
・
佐
伯
を
経
由
し
て
、
当
時
南
洋

委
任
統
治
の
マ
ー
シ
ャ
ル
群
島
ト
ラ
ッ
ク
島
、
さ
ら
に
ブ
ラ
ウ

ン
島
、
ク
ェ
ゼ
リ
ン
島
さ
ら
に
ウ
オ
ッ
ゼ
島
を
目
指
し
た
が
、

こ
の
後
は
戦
況
が
変
化
し
て
駆
逐
艦
で
ピ
ス
ト
ン
輸
送
す
る
こ

と
と
な
り
、
一
個
中
隊
と
本
部
の
一
部
が
先
発
隊
と
な
り
、
明

け
方
ウ
オ
ッ
ゼ
島
に
向
け
出
発
、
夕
方
対
空
射
撃
を
し
な
が
ら

ウ
オ
ッ
ゼ
島
に
上
陸
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
待
て
ど
も
待
て

ど
も
本
隊
が
到
着
し
ま
せ
ん
。
米
軍
の
猛
爆
撃
で
ク
ェ
ゼ
リ
ン

島
で
全
員
玉
砕
し
て
島
は
占
領
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

南
方
の
島
で
孤
立
し
た
部
隊
に
輸
送
で
き
な
く
な
っ
た
三
浦

部
隊
の
初
年
兵
は
七
独
の
三
個
大
隊
に
配
属
さ
れ
て
関
東
軍
に

残
る
こ
と
と
な
り
、
六
月
十
五
日
、
七
独
第
一
大
隊
（
八
四
六

部
隊
）
第
三
中
隊
に
配
属
さ
れ
三
江
省
の
南
叉
に
移
り
ま
し

た
。第
一
大
隊
本
部
と
一
、
二
中
隊
は
佳
木
斯
、
四
中
隊
は
千
振

に
あ
り
、
第
二
大
隊
（
七
七
五
部
隊
）
は
富
錦
地
区
、
第
三
大

隊
（
三
三
八
部
隊
）
は
鳳
翔
と
、
主
に
三
江
省
の
主
要
な
街
に

駐
屯
し
て
黒
竜
江
、
松
花
江
沿
岸
に
国
境
監
視
隊
を
派
遣
し
、

東
北
満
ソ
国
境
を
守
備
し
て
い
た
七
独
は
七
月
十
日
に
独
立
守

備
歩
兵
大
隊
よ
り
独
立
歩
兵
大
隊
に
編
成
替
え
と
な
り
、
旧
七

独
の
三
個
大
隊
及
び
独
守
歩
第
一
、
第
三
大
隊
、
七
独
砲
兵
隊

工
兵
第
十
連
隊
の
一
個
中
隊
は
富
錦
駐
屯
隊
と
な
り
、
富
錦
及

び
近
郊
の
五
頂
山
（
ウ
ル
ク
リ
山
）
に
移
駐
し
て
要
塞
陣
地
構

築
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

十
一
月
下
旬
に
五
頂
山
を
下
り
て
兵
舎
に
戻
り
八
四
六
部
隊

本
部
経
理
室
勤
務
と
な
り
、
年
を
越
し
た
昭
和
二
十
年
一
月
下

旬
に
新
京
の
関
東
軍
経
理
部
幹
部
教
育
隊
（
八
一
五
部
隊
）
に

派
遣
さ
れ
、
主
計
の
教
育
を
六
月
二
十
五
日
で
終
了
、
原
隊
復



帰
と
な
り
富
錦
の
八
四
六
部
隊
に
戻
っ
た
と
こ
ろ
、
富
錦
駐
屯

の
七
七
五
部
隊
を
残
し
八
四
六
、
三
三
八
部
隊
は
第
二
線
陣
地

構
築
の
た
め
に
留
守
隊
を
若
干
残
し
て
佳
木
斯
と
ハ
ル
ビ
ン
の

中
間
地
点
、
方
正
近
郊
に
移
駐
し
た
後
で
し
た
。
再
び
松
花
江

を
■
航
し
方
正
近
郊
の
大
隊
本
部
に
復
帰
し
ま
し
た
。

七
月
中
旬
に
富
錦
七
七
五
部
隊
経
理
室
に
転
属
の
命
令
が
あ

り
、
着
任
し
た
の
は
七
月
下
旬
で
し
た
。

七
月
三
十
日
に
は
第
一
三
四
師
団
歩
兵
第
三
六
七
連
隊
に
編

成
替
え
と
な
っ
て
八
月
に
入
り
、
経
理
室
の
業
務
に
も
ま
だ
慣

れ
な
い
九
日
未
明
、
非
常
呼
集
の
ラ
ッ
パ
で
起
こ
さ
れ
て
、
ソ

連
軍
の
侵
攻
で
国
境
第
一
線
部
隊
は
戦
闘
中
と
の
事
で
、
部
隊

も
終
日
戦
闘
準
備
で
暮
れ
ま
し
た
。

富
錦
街
に
侵
入
し
た
ソ
連
軍
は
部
隊
の
陣
地
を
包
囲
し
我
が

方
よ
り
二
桁
も
三
桁
も
違
う
膨
大
な
兵
力
で
攻
撃
を
開
始
し
ま

し
た
。
こ
れ
を
迎
え
撃
ち
十
一
日
よ
り
三
日
間
に
わ
た
る
激
戦

で
約
三
百
人
の
部
隊
の
半
数
を
失
い
、
十
四
日
の
午
前
零
時
を

期
し
て
包
囲
さ
れ
た
要
塞
陣
地
を
脱
出
、
近
郊
の
五
頂
山
要
塞

陣
地
に
撤
退
し
て
十
五
日
夜
半
ま
で
山
頂
の
陣
地
で
生
存
者
の

集
結
を
待
ち
ま
し
た
。

後
方
の
本
隊
と
の
通
信
も
絶
え
、
そ
の
日
正
午
に
終
戦
の
大

詔
が
下
さ
れ
た
こ
と
な
ど
知
る
す
べ
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

再
び
ソ
連
軍
に
包
囲
さ
れ
た
五
頂
山
を
十
六
日
未
明
再
び
脱

出
、
連
隊
本
部
の
あ
る
方
正
に
向
か
っ
て
撤
退
を
開
始
し
ま
し

た
。当
時
の
第
七
七
五
部
隊
木
村
義
巳
部
隊
長
の
回
想
録
を
お
借

り
し
て
亡
き
戦
友
に
捧
げ
ま
す
。

そ
も
そ
も
日
ソ
中
立
条
約
を
一
方
的
に
破
棄
し
、
突
如
と
し

て
国
境
を
突
破
し
、
怒
涛
の
如
く
侵
攻
し
て
来
た
極
東
第
二
戦

線
軍
の
主
力
で
あ
る
第
十
五
軍
の
進
撃
は
、
空
、
陸
、
江
、
一

体
と
な
り
我
に
十
数
倍
す
る
物
量
に
物
を
言
わ
せ
、
一
挙
に
富

錦
陣
地
を
壊
滅
せ
ん
と
熾
烈
な
攻
撃
を
加
え
て
来
た
の
で
あ
る

が
、
陣
地
を
死
守
し
て
頑
強
な
抵
抗
を
つ
づ
け
、
そ
の
強
引
な

前
進
を
阻
止
し
て
一
歩
も
譲
ら
ず
、
あ
く
ま
で
我
が
主
力
た
る

第
一
三
四
師
団
の
戦
闘
準
備
の
時
間
的
余
裕
を
稼
ぐ
た
め
に
、

勇
猛
果
敢
な
死
闘
を
繰
返
し
、
対
戦
車
肉
攻
に
、
猛
烈
な
る
砲

爆
撃
に
よ
り
多
数
の
戦
友
の
尊
い
生
命
を
失
っ
た
が
、
そ
の
使

命
達
成
に
死
力
を
尽
く
し
た
の
で
あ
る
。



こ
の
事
実
は
、
ソ
連
軍
の
マ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
元
帥
が
「
関
東

軍
潰
滅
す
」
の
著
書
に
、
壮
烈
を
極
め
た
「
富
錦
攻
防
戦
」
と

題
し
、
ソ
連
邦
英
雄
称
号
を
受
け
た
二
人
の
勇
士
を
作
り
出
し

た
大
激
戦
の
模
様
を
述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
勇
戦
奮
闘

し
た
多
く
の
戦
友
の
遺
勲
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
一
旦
師
団
の

転
進
命
令
を
受
け
る
や
、
夜
陰
に
乗
じ
て
敵
の
包
囲
を
突
破
す

る
た
め
に
敵
前
斬
込
み
を
敢
行
し
、
九
死
に
一
生
を
得
て
五
頂

山
陣
地
に
集
結
し
て
、
再
び
敵
を
牽
引
し
た
。
更
に
終
戦
の
事

実
も
知
ら
さ
れ
ず
そ
の
翌
日
よ
り
転
進
を
始
め
、
ひ
た
す
ら
師

団
主
力
に
合
流
す
べ
く
、
道
な
き
湿
地
を
渡
り
、
食
な
き
密
林

の
山
岳
地
帯
を
彷
徨
し
、
満
人
の
襲
撃
を
逃
れ
る
一
般
日
本
人

や
残
存
兵
を
収
容
し
つ
つ
、
日
夜
を
問
わ
ず
強
行
踏
破
す
る
こ

と
五
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
一
ヵ
月
に
及
ぶ
難
行
苦
行
の
体
験
を

重
ね
、
師
団
司
令
部
の
位
置
方
正
を
目
前
に
し
て
武
装
解
除
を

受
け
た
の
で
あ
る
。

こ
の
貴
重
な
戦
争
の
体
験
を
後
世
に
語
り
継
ぐ
こ
と
こ
そ
、

生
死
を
共
に
し
た
多
く
の
戦
友
の
英
霊
を
慰
め
、
そ
の
遺
志
を

継
ぐ
道
で
あ
る
と
思
う
。

方
正
近
郊
の
部
落
ま
で
撤
退
し
た
九
月
十
日
、
ソ
連
軍
の
軍

使
が
来
て
よ
う
や
く
終
戦
の
事
実
を
認
め
、
翌
九
月
十
一
日
、

涙
を
の
ん
で
武
装
解
除
し
ま
し
た
。

ソ
連
軍
の
管
理
下
に
入
っ
た
部
隊
は
方
正
の
旧
興
農
合
作
社

跡
に
収
容
さ
れ
ま
し
た
。

方
正
地
区
に
集
め
ら
れ
た
約
七
千
人
の
邦
人
は
、
九
月
下
旬

に
兵
役
関
係
者
と
民
間
人
に
分
け
ら
れ
、
民
間
人
は
ハ
ル
ビ
ン

に
、
兵
役
関
係
者
は
千
人
単
位
の
作
業
隊
に
編
制
さ
れ
て
、
徒

歩
で
佳
木
斯
ま
で
護
送
さ
れ
て
旧
工
兵
隊
兵
舎
の
仮
収
容
所
に

入
り
ま
し
た
。

十
月
十
一
日
に
三
個
梯
団
三
千
人
が
編
成
さ
れ
、
旧
ソ
連
軍

の
指
揮
下
に
千
名
が
曳
船
に
乗
り
込
み
、
他
の
二
千
人
は
そ
れ

ぞ
れ
二
隻
の
貨
物
用
ラ
イ
タ
ー
に
分
乗
し
て
、
間
も
な
く
訪
れ

る
厳
寒
の
凍
結
を
前
に
松
花
江
を
下
っ
て
、
や
が
て
思
い
出
の

富
錦
埠
頭
に
停
泊
し
石
炭
や
食
糧
野
菜
を
積
み
込
み
始
め
ま
し

た
。僅
か
二
ヵ
月
前
、
要
塞
陣
地
攻
防
の
ソ
連
軍
と
の
激
戦
の
一

こ
ま
一
こ
ま
が
浮
か
ん
で
き
て
、
こ
の
地
に
眠
る
多
く
の
戦
友

の
英
霊
よ
安
ら
か
に
と
祈
り
万
感
胸
に
あ
ふ
れ
て
感
無
量
、
あ



あ
思
い
出
多
き
富
錦
の
街
よ
さ
よ
う
な
ら
。

松
花
江
も
渇
水
期
で
水
深
が
浅
く
、
船
は
時
々
座
礁
し
他
の

航
行
船
に
引
か
れ
て
脱
出
し
な
が
ら
よ
う
や
く
黒
竜
江
に
入

り
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
に
着
い
た
の
は
十
月
二
十
三
日
で
し
た
。

直
ち
に
上
陸
、
市
内
の
第
十
六
地
区
第
十
八
分
所
に
収
容
さ

れ
、
こ
こ
か
ら
長
い
シ
ベ
リ
ア
の
抑
留
生
活
が
始
ま
り
ま
し

た
。抑
留
経
験
者
は
あ
ま
り
語
り
た
が
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
つ
ら

い
経
験
を
思
い
出
し
た
く
な
い
か
ら
で
し
ょ
う
。

数
多
い
体
験
は
語
り
尽
く
せ
な
い
が
、
思
い
出
す
ま
ま
に
幾

つ
か
綴
っ
て
み
ま
す
。

物
交

零
下
二
十
～
三
十
度
と
な
る
冬
将
軍
も
刻
々
と
近
づ
き
つ
つ

あ
っ
た
が
、
私
達
交
戦
部
隊
は
服
装
を
見
れ
ば
歴
然
、
一
週
間

の
戦
闘
と
一
ヵ
月
に
わ
た
る
転
進
で
夏
衣
袴
は
ボ
ロ
ボ
ロ
、
軍

靴
も
穴
だ
ら
け
、
持
ち
物
は
雑
の
う
と
飯
盒
、
水
筒
だ
け
、
一

方
、
後
方
部
隊
は
交
戦
し
な
い
う
ち
に
終
戦
と
な
り
、
新
し
い

冬
服
に
着
替
え
、
毛
布
や
靴
下
、
シ
ャ
ツ
類
も
持
て
る
だ
け

持
っ
て
武
装
解
除
を
受
け
た
の
で
、
豊
富
な
物
資
を
持
っ
て
入

ソ
し
た
。

し
か
し
こ
の
豊
富
な
物
資
も
一
冬
越
す
と
ほ
と
ん
ど
な
く

な
っ
て
い
た
。
僅
か
な
食
糧
で
毎
日
労
働
に
駆
り
出
さ
れ
、
空

腹
に
耐
え
て
頑
張
る
よ
り
方
法
が
な
か
っ
た
が
、
物
資
を
持
っ

て
る
者
は
毛
布
や
靴
下
を
一
枚
二
枚
と
作
業
場
に
持
ち
出
し

て
、
ロ
シ
ア
人
と
物
交
し
て
黒
パ
ン
に
換
え
胃
の
腑
に
送
り
込

ん
で
し
ま
っ
た
。
私
達
は
寒
さ
に
震
え
な
が
ら
空
腹
を
抱
い
て

う
ら
や
む
日
が
続
い
た
。

強
制
労
働

雑
穀
の
ス
ー
プ
か
お
粥
の
よ
う
な
朝
食
が
終
わ
る
と
、
病
人

を
残
し
毎
日
作
業
隊
を
編
制
し
て
現
場
に
向
か
う
。
腰
に
三
百

五
十
グ
ラ
ム
の
黒
パ
ン
（
昼
食
用
）
と
飯
盒
を
さ
げ
て
、
自
動

短
小
銃
（
通
称
マ
ン
ド
リ
ン
）
を
背
に
し
た
ソ
連
軍
の
監
視
兵

に
付
き
添
わ
れ
重
い
足
を
運
ぶ
。

市
街
地
の
労
働
は
主
に
建
築
現
場
で
、
石
、
レ
ン
ガ
、
ブ

ロ
ッ
ク
、
コ
ン
ク
リ
、
材
木
運
び
や
駅
で
貨
車
か
ら
の
石
炭
下

ろ
し
な
ど
で
あ
っ
た
。
慣
れ
な
い
重
労
働
と
慢
性
的
な
飢
餓
状



態
で
、
無
気
力
な
集
団
は
「
ダ
ワ
イ
」「
ダ
ワ
イ
」
と
牛
馬
の

ご
と
く
に
過
酷
な
労
働
に
追
い
た
て
ら
れ
た
。

食
料

入
ソ
し
て
二
年
く
ら
い
穀
物
は
粟
・
キ
ビ
・
高
粱
・
大
豆
・

エ
ン
バ
ク
な
ど
で
米
は
全
然
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
北
鮮
と
の

交
易
で
い
く
ら
か
ず
つ
各
収
容
所
に
米
が
渡
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
野
菜
と
言
え
ば
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
キ
ャ
ベ
ツ
が
代
表
的

な
も
の
で
、
日
本
の
よ
う
に
豊
富
な
種
類
は
見
る
こ
と
も
で
き

な
か
っ
た
。
俘
虜
給
与
規
定
で
一
日
穀
物
何
グ
ラ
ム
、
黒
パ

ン
、
野
菜
、
塩
、
砂
糖
、
タ
バ
コ
、
各
何
グ
ラ
ム
と
決
め
ら
れ

て
、
収
容
さ
れ
て
い
る
人
数
分
だ
け
炊
事
係
が
毎
日
受
領
し
て

調
理
し
た
も
の
を
各
分
隊
ご
と
に
分
配
し
て
食
べ
て
い
た
が
、

入
ソ
当
時
は
ソ
連
側
の
係
の
者
や
、
同
じ
俘
虜
の
旧
将
校
、
下

士
官
な
ど
の
中
間
搾
取
が
多
く
、
我
々
の
口
に
入
る
頃
に
は
量

も
大
分
少
な
く
な
っ
て
い
た
。

常
時
空
腹
で
、
道
に
転
が
っ
て
い
る
凍
っ
た
馬
糞
を
見
て
も

黒
パ
ン
で
は
な
い
か
と
近
づ
い
て
目
を
こ
ら
す
。
ロ
シ
ア
人
の

住
居
の
近
く
に
捨
て
ら
れ
た
小
さ
な
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
ガ
チ
ガ
チ

に
凍
っ
て
山
に
な
っ
て
い
る
の
を
見
つ
け
る
と
早
速
ツ
ル
ハ
シ

や
ス
コ
ッ
プ
で
山
を
崩
し
飯
盒
に
入
れ
て
作
業
場
の
ス
ト
ー
ブ

で
煮
て
食
べ
る
。
小
さ
な
イ
モ
の
粒
は
皮
が
青
く
え
ぐ
い
苦
い

味
が
し
た
が
、
空
腹
を
満
た
す
た
め
に
は
賛
沢
は
言
え
な
い
。

春
に
な
っ
て
雑
草
が
芽
を
出
す
と
食
べ
ら
れ
る
も
の
は
何
で
も

摘
ん
で
食
べ
た
。

小
川
の
泥
の
中
で
大
き
な
淡
水
貝
を
た
く
さ
ん
み
つ
け
て
大

喜
び
、
塩
ゆ
で
し
て
、
た
ら
ふ
く
食
べ
た
後
で
下
痢
や
腹
痛
を

起
こ
し
て
苦
し
ん
だ
事
も
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
あ
る
。

虱
と
南
京
虫

日
曜
日
は
労
働
も
休
み
だ
っ
た
が
収
容
所
内
の
清
掃
や
小
作

業
が
あ
っ
た
。

入
ソ
当
時
は
虱
が
蔓
延
し
て
栄
養
失
調
の
体
か
ら
貴
重
な
血

液
を
奪
っ
て
い
た
。
板
敷
の
二
段
ベ
ッ
ド
で
裸
に
な
っ
た
男
た

ち
が
シ
ャ
ツ
や
ズ
ボ
ン
下
を
裏
返
し
て
縫
い
目
に
鈴
な
り
に
連

な
っ
て
い
る
虱
を
左
右
の
親
指
で
プ
チ
プ
チ
と
潰
し
な
が
ら
日

曜
日
を
過
ご
し
た
が
、
翌
日
か
ら
ま
た
体
じ
ゅ
う
を
モ
ソ
モ
ソ

と
は
い
回
っ
て
い
た
。



夜
眠
り
に
つ
く
と
新
た
な
敵
南
京
虫
の
襲
撃
で
あ
る
。
二
段

ベ
ッ
ド
の
板
敷
や
柱
の
割
れ
目
に
潜
ん
で
い
た
大
群
が
攻
撃
を

開
始
し
て
安
眠
で
き
な
い
。
吸
血
さ
れ
た
あ
と
は
ボ
リ
ボ
リ
と

傷
に
な
る
程
か
い
て
も
痛
が
ゆ
く
、
全
く
泣
き
面
に
ハ
チ
で

あ
っ
た
。

安
楽
死

最
初
の
冬
に
は
、
厳
寒
の
過
酷
な
労
働
と
粗
悪
な
食
べ
物
で

栄
養
失
調
と
な
り
、
弱
い
者
は
次
々
と
倒
れ
て
い
っ
た
。

材
木
を
組
ん
で
板
を
二
段
に
敷
き
詰
め
た
ベ
ッ
ド
で
雑
穀
を

炊
い
た
お
粥
の
夕
食
が
終
わ
り
、
寝
転
が
っ
て
戦
友
と
の
話
は

食
べ
物
の
話
ば
か
り
、
お
い
し
い
米
の
飯
、
ぼ
た
も
ち
が
目
の

前
に
チ
ラ
つ
い
て
ゴ
ク
ン
と
ツ
バ
を
の
む
。

収
容
所
の
中
央
に
大
き
な
ペ
チ
カ
が
あ
っ
た
。
ホ
ン
ノ
リ
と

暖
か
な
そ
の
壁
に
背
を
付
け
、
ボ
ロ
服
を
着
て
■
が
こ
け
目
ば

か
り
ギ
ョ
ロ
つ
か
せ
た
栄
養
失
調
の
兵
士
が
は
な
を
た
ら
し
て

震
え
て
い
た
。

翌
朝
ベ
ッ
ド
で
冷
た
く
な
っ
て
い
た
彼
の
屍
が
収
容
所
の
外

に
運
び
出
さ
れ
た
。
彼
に
と
っ
て
は
安
楽
死
で
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。

私
達
に
い
つ
そ
の
順
番
が
回
っ
て
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い

環
境
で
あ
っ
た
。

便
所

数
百
人
も
生
活
し
て
い
る
収
容
所
の
便
所
は
一
ヵ
所
し
か
な

か
っ
た
。
十
メ
ー
ト
ル
×
四
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
三
メ
ー
ト
ル
く

ら
い
の
大
き
な
穴
を
掘
り
、
厚
板
を
渡
し
て
丸
い
穴
を
十
数
個

あ
け
て
そ
こ
で
用
を
足
し
た
。

冬
は
穴
の
上
に
か
が
み
こ
む
と
尻
の
辺
を
チ
ク
リ
と
い
う
よ

う
な
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
っ
た
。
落
下
物
が
寒
さ
の
た
め
に
す

ぐ
凍
っ
て
し
ま
う
の
で
穴
の
下
だ
け
だ
ん
だ
ん
高
く
な
り
槍
ヶ

岳
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

時
々
は
鉄
棒
で
槍
ヶ
岳
を
壊
し
て
な
ら
し
て
や
る
。
穴
の
中

が
い
っ
ぽ
い
に
な
る
と
ガ
チ
ガ
チ
に
凍
っ
た
糞
便
を
ツ
ル
ハ
シ

と
鉄
棒
で
砕
き
袋
に
詰
め
馬
ソ
リ
に
積
ん
で
黒
竜
江
の
真
ん
中

あ
た
り
ま
で
運
び
捨
て
て
き
た
。
春
に
な
っ
て
氷
が
解
け
る

と
、
黒
竜
江
の
魚
の
■
に
で
も
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
黒
竜
江

は
一
メ
ー
ト
ル
も
凍
っ
て
い
て
馬
ソ
リ
や
自
動
車
は
お
ろ
か
、



戦
車
や
レ
ー
ル
を
敷
け
ば
汽
車
で
も
渡
れ
る
ほ
ど
ガ
ッ
チ
リ
と

凍
っ
て
い
た
。

栄
養
失
調
に
な
る
と
特
に
便
所
通
い
が
頻
繁
に
な
り
、
収
容

所
入
口
の
二
重
の
扉
を
開
け
て
外
套
を
か
ぶ
っ
て
零
下
二
十

～
三
十
度
の
室
外
に
出
て
小
走
り
に
便
所
に
行
き
、
戸
も
な
い

便
所
で
体
が
冷
え
き
り
、
冷
え
て
用
を
足
し
て
ベ
ッ
ド
に
入
る

と
体
が
温
ま
ら
な
い
う
ち
ま
た
す
ぐ
出
た
く
な
り
便
所
に
急

ぐ
。
そ
の
繰
返
し
で
一
晩
に
数
十
回
も
通
い
、
労
働
で
疲
れ
て

南
京
虫
に
攻
め
ら
れ
眠
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
泣
い
て
い
た
者

も
た
く
さ
ん
い
た
。

民
主
運
動
と
演
芸
会

収
容
所
の
生
活
に
も
慣
れ
、
よ
う
や
く
落
ち
つ
き
を
取
り
戻

し
た
入
ソ
二
年
目
の
頃
か
ら
、
故
国
に
帰
る
こ
と
が
出
来
る
の

か
、
は
た
ま
た
シ
ベ
リ
ア
の
土
に
な
る
ま
で
一
生
囚
人
の
強
制

労
働
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
夢
も
希
望
も
な
い
毎

日
を
無
気
力
で
過
ご
し
て
い
た
が
、
誰
か
ら
と
も
な
く
土
曜
日

の
夜
は
演
芸
会
を
や
ろ
う
と
い
う
声
が
出
て
、
早
速
歌
や
踊

り
、
お
国
自
慢
の
民
謡
と
、
し
ば
し
賑
や
か
な
拍
手
の
う
ち
に

過
ご
し
、
寂
し
い
抑
留
生
活
の
慰
め
の
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。

同
年
兵
に
入
隊
前
浪
花
節
の
座
長
で
ど
さ
回
り
を
し
て
い
た

南
條
文
若
君
が
い
た
。
現
在
の
三
波
春
夫
氏
で
、
本
名
を
北
詰

文
司
と
言
っ
た
。「
北
詰
、
一
曲
や
れ
…
…
」
声
が
か
か
る
と

三
味
線
の
伴
奏
も
な
し
に
『
伊
那
の
勘
太
郎
』
や
『
佐
渡
情

話
』
な
ど
一
節
唸
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

や
が
て
脚
本
を
書
い
て
芝
居
ま
で
や
る
よ
う
に
な
っ
た
。
軍

隊
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
あ
ら
ゆ
る
職
業
人
の
集
ま
り
だ
か
ら
そ

の
気
に
な
れ
ば
何
で
も
作
っ
て
し
ま
う
。
ひ
そ
か
に
馬
の
し
っ

ぽ
を
切
っ
て
き
て
カ
ツ
ラ
を
作
っ
た
り
、
ロ
シ
ア
マ
ダ
ム
の
服

を
せ
し
め
て
き
て
着
物
を
縫
っ
た
り
、
小
道
具
な
ど
も
い
つ
の

間
に
か
揃
え
て
し
ま
う
か
ら
不
思
議
だ
。

そ
の
よ
う
な
望
郷
の
毎
日
の
中
か
ら
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
で
歌

わ
れ
だ
し
た
の
が
『
異
国
の
丘
』
で
あ
り
『
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
小

唄
』
だ
っ
た
。

時
を
同
じ
く
し
て
日
本
新
聞
（
社
会
主
義
宣
伝
用
）
を
中
心

に
し
て
民
主
運
動
な
る
も
の
が
始
ま
っ
た
。
民
主
主
義
・
社
会

主
義
・
共
産
主
義
・
帝
国
主
義
な
ど
言
わ
れ
て
も
何
の
事
か

サ
ッ
パ
リ
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
オ
ル
グ
と
か
言
う
民
主
運
動



の
積
極
的
分
子
の
活
動
で
各
収
容
所
に
民
主
運
動
が
広
が
っ
て

い
っ
た
。

最
初
は
反
軍
闘
争
か
ら
始
ま
っ
た
。
敗
戦
に
よ
り
戦
争
は
終

結
し
軍
隊
も
解
放
さ
れ
た
と
い
う
の
に
、
旧
軍
の
階
級
組
織
が

厳
然
と
続
い
て
い
る
こ
と
に
初
年
兵
や
下
級
兵
士
の
中
で
将
校

や
下
士
官
が
中
隊
長
や
班
長
を
続
け
て
い
る
こ
と
を
不
満
と
し

て
、
上
司
に
対
す
る
批
判
や
つ
る
し
上
げ
な
ど
が
続
発
し
て
、

組
織
の
長
や
作
業
班
長
な
ど
民
主
的
な
選
挙
で
決
め
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
若
い
初
年
兵
が
中
隊
長
や
班
長
に
な
っ
た
り

し
て
大
き
な
変
革
が
あ
り
、
将
校
や
反
ソ
的
な
幹
部
等
は
他
の

収
容
所
に
追
放
さ
れ
た
。

親
ソ
的
な
オ
ル
グ
が
権
力
を
持
ち
、
ソ
連
政
治
部
の
支
援
で

民
主
運
動
は
活
気
を
帯
び
、
赤
旗
の
歌
や
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
が
響
く
よ
う
に
な
っ
た
。

社
会
主
義
や
共
産
主
義
に
心
酔
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
時

の
流
れ
に
は
逆
ら
え
ず
に
民
主
運
動
の
大
き
な
渦
に
漂
流
し
て

い
た
。ダ

モ
イ
（
帰
国
）

数
十
万
の
抑
留
者
が
一
番
に
望
ん
だ
ダ
モ
イ
と
い
う
言
葉
、

武
装
解
除
当
時
よ
り
こ
の
言
葉
に
は
随
分
と
だ
ま
さ
れ
続
け
た

と
思
う
。「
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
、
ウ
ラ
ジ
オ
、
そ
し
て
す
ぐ
日
本

に
ダ
モ
イ
だ
」
と
言
う
ソ
連
兵
の
言
葉
で
皆
が
続
々
と
入
ソ
し

て
強
制
労
働
に
従
事
さ
せ
ら
れ
た
。

抑
留
生
活
は
つ
ら
い
事
苦
し
い
事
の
連
続
で
は
あ
っ
た
が
ダ

モ
イ
と
い
う
■
に
つ
ら
れ
て
い
つ
し
か
三
年
も
過
ぎ
た
二
十
三

年
の
六
月
下
旬
ダ
モ
イ
が
決
ま
っ
て
、
貨
物
列
車
に
一
週
間
ほ

ど
揺
ら
れ
て
ナ
ホ
ト
カ
に
着
き
、
す
ぐ
に
も
船
に
乗
れ
る
か
と

喜
ん
だ
の
も
束
の
間
で
、
帰
国
船
の
遅
延
に
よ
り
帰
国
梯
団
の

編
成
か
ら
外
さ
れ
て
労
働
大
隊
に
逆
戻
り
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
収
容
所
が
ナ
ホ
ト
カ
の
港
を
見
下
ろ
せ
る
丘
に
あ
り
、

作
業
を
し
な
が
ら
後
か
ら
後
か
ら
ナ
ホ
ト
カ
に
着
い
て
は
先
に

船
に
乗
っ
て
帰
国
し
て
行
く
戦
友
の
姿
を
遠
く
見
送
る
た
び
に

不
運
を
嘆
い
た
。
帰
国
が
遅
れ
る
な
ら
ば
港
も
見
え
な
い
奥
地

に
い
た
方
が
何
程
か
楽
だ
っ
た
ろ
う
。
■
の
お
預
け
を
さ
れ
た

犬
の
心
境
か
、
ナ
ホ
ト
カ
で
ま
た
一
冬
越
し
た
。

大
農
場



二
十
四
年
も
春
に
な
れ
ば
一
番
先
に
帰
国
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
夢
も
ま
た
裏
目
に
出
て
、
五
月
中
旬
ナ
ホ
ト
カ
か

ら
貨
車
で
奥
地
に
逆
行
、
ソ
満
国
境
興
凱
湖
畔
の
赤
軍
コ
ル

ホ
ー
ズ
（
自
活
農
場
）
に
着
い
た
。
見
渡
す
限
り
の
ジ
ャ
ガ
イ

モ
畑
で
、
会
津
盆
地
ぐ
ら
い
も
あ
ろ
う
か
、
延
々
と
数
百
の
畝

が
続
い
て
い
た
。

大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
で
耕
し
た
畑
へ
種
芋
を
運
ん
で
積
み
込
ん

だ
り
雑
役
で
汗
を
流
し
た
。
芋
が
芽
を
出
す
と
雑
草
も
一
緒
に

伸
び
て
く
る
の
で
毎
日
草
取
り
作
業
が
続
く
。
長
い
畝
を
跨
い

で
一
人
ず
つ
受
持
ち
、
数
十
人
も
並
ん
で
長
い
柄
の
つ
い
た
鎌

（
チ
ャ
ー
プ
カ
）
で
雑
草
を
取
り
な
が
ら
前
進
、
畑
の
中
で
昼

食
の
黒
パ
ン
を
食
べ
て
更
に
進
む
。
夕
方
に
な
っ
て
も
畝
の
端

に
は
届
か
な
い
。
翌
日
も
ま
た
次
の
日
も
同
じ
作
業
が
続
く
。

草
取
り
も
終
わ
っ
て
間
も
な
く
収
穫
の
時
期
ま
で
小
川
の
近

く
に
テ
ン
ト
を
張
っ
て
、
夏
の
暑
い
日
は
小
川
で
水
浴
を
し
た

り
土
手
に
生
え
て
い
る
楊
柳
の
枝
を
切
り
収
穫
の
時
に
使
う
か

ご
編
み
を
し
た
り
、
入
ソ
し
て
初
め
て
で
最
後
の
ノ
ン
ビ
リ
し

た
生
活
だ
っ
た
。

八
月
の
下
旬
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
穫
も
終
わ
り
九
月
中
旬
再

び
ナ
ホ
ト
カ
へ
戻
っ
た
。

昭
和
二
十
四
年
九
月
三
十
日
、
日
の
丸
を
つ
け
た
引
揚
船
第

一
大
拓
丸
に
乗
船
、
異
国
の
丘
に
眠
る
戦
友
に
別
れ
を
告
げ
て

ナ
ホ
ト
カ
出
港
、
十
月
三
日
、
六
年
ぶ
り
で
懐
し
き
故
国
舞
鶴

港
の
土
を
踏
む
こ
と
が
で
き
た
。

後
遺
症

復
員
し
た
昭
和
二
十
四
年
末
頃
は
外
地
に
在
住
し
て
い
た
数

百
万
人
の
帰
国
も
ほ
ぼ
終
わ
り
、
戦
後
の
復
興
も
よ
う
や
く
軌

道
に
乗
り
つ
つ
あ
り
、
ソ
連
引
揚
者
と
言
う
と
「
赤
」
と
決
め

つ
け
ら
れ
就
職
も
思
う
に
任
せ
ず
色
々
と
苦
労
の
連
続
で
あ
っ

た
。小
さ
な
町
工
場
の
事
務
員
の
職
を
得
て
、
貧
し
い
な
が
ら
も

人
間
ら
し
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
朝
鮮
戦
争
を
契
機

に
日
本
の
経
済
復
興
は
急
ピ
ッ
チ
で
進
み
、
復
員
し
て
三
年
後

に
は
三
十
歳
を
真
近
に
し
て
よ
う
や
く
家
庭
を
持
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

平
和
な
暮
ら
し
に
戻
っ
た
は
ず
が
、
帰
国
後
十
年
く
ら
い



時
々
見
る
夢
は
シ
ベ
リ
ア
の
収
容
所
の
明
け
暮
れ
、「
あ
あ
早

く
故
郷
に
帰
り
た
い
ナ
ァ
…
…
」
ふ
と
夢
が
さ
め
て
、
あ
あ
よ

か
っ
た
、
今
は
故
郷
に
い
る
の
だ
と
胸
を
な
で
下
ろ
し
た
こ
と

も
度
々
で
し
た
。

20

世
紀
激
動
の
前
半
に
生
ま
れ
平
和
な
後
半
を
経
て
間
も
な

く21

世
紀
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
今
日
、
今
や
年
を
重
ね
て

高
齢
者
と
呼
ば
れ
る
年
齢
と
な
り
、
戦
争
の
影
を
背
負
っ
て
生

き
延
び
て
き
た
後
半
世
紀
は
、
ソ
連
と
の
激
戦
で
散
華
し
た
戦

友
と
、
シ
ベ
リ
ア
で
帰
国
の
夢
果
た
せ
ず
悲
憤
の
死
を
遂
げ
た

戦
友
の
慰
霊
と
供
養
に
心
掛
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

二
十
五
年
前
頃
よ
り
初
年
兵
教
育
隊
だ
っ
た
三
浦
部
隊
の
戦

友
会
事
務
局
を
担
当
さ
せ
て
頂
き
、
毎
年
生
き
残
っ
て
い
る
戦

友
を
集
め
て
慰
霊
と
供
養
の
会
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

昭
和
六
十
三
年
に
は
、
機
会
を
得
て
、
ソ
連
軍
と
激
戦
を
交
え

多
く
の
戦
友
を
失
っ
た
中
国
黒
竜
江
省
の
富
錦
と
五
頂
山
ま
で

訪
れ
、
翌
平
成
元
年
に
は
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
ま

で
足
を
延
ば
し
て
異
国
の
丘
に
眠
る
戦
友
の
墓
に
参
拝
し
慰
霊

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
七
年
に
は
再
び
中
国
黒
竜
江
省
ハ

ル
ビ
ン
か
ら
ソ
連
軍
に
武
装
解
除
を
受
け
た
方
正
を
訪
れ
日
本

人
公
墓
に
線
香
を
手
向
け
ま
し
た
。

富
錦
で
戦
っ
た
第
七
七
五
部
隊
生
き
残
り
の
部
隊
長
、
中
隊

長
、
戦
友
等
の
長
年
に
わ
た
る
執
念
と
努
力
で
霊
場
高
野
山
奥

の
院
参
道
に
部
隊
の
慰
霊
碑
が
建
立
さ
れ
、
毎
年
八
月
八
日
に

戦
友
会
、
翌
九
日
、
ソ
連
軍
侵
攻
交
戦
を
始
め
た
日
に
慰
霊
祭

が
行
わ
れ
、
全
国
よ
り
参
集
し
て
戦
死
者
、
先
亡
物
故
者
の
冥

福
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

あ
と
何
年
生
き
延
び
ら
れ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
自
由
の

有
難
さ
、
平
和
の
大
切
さ
を
一
番
よ
く
知
っ
て
い
る
の
は
、
身

を
も
っ
て
戦
争
を
体
験
し
た
生
証
人
の
私
等
で
す
。

後
の
世
の
人
々
に
は
二
度
と
あ
や
ま
ち
を
繰
返
さ
せ
な
い
た

め
に
も
平
和
を
守
る
事
の
大
切
さ
を
語
り
継
ぎ
、
尊
い
犠
牲
と

な
ら
れ
た
英
霊
の
ご
冥
福
を
祈
り
な
が
ら
過
ご
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。




